


発生日時 事故当事者 １次下請け

年齢性別 63歳　男性 51歳　男性 職種 土工

（63歳　男性）  死亡
被災程度（全治）

事故種類 労働災害 平成25年11月25日 8時30分

事故区分 労働災害

改善策等

１．適正な施工者の選定と情報の伝達
　施工内容に対しての資格は当然として、出来るだけ知識や経験のある施工業者を選定することとするが、施工者に
は必要な情報（作業内容や順序）を伝えることを徹底する。
２．作業手順書の作成と厳守の徹底
　高所での作業や機械を使用する作業、撤去作業も作業手順書を作成し、その周知徹底を図る。
３．ＫＹ活動の徹底
　職長の危険ポイントの洗い出しに対し、元請職員が内容を確認した後、及び不足があればフォローした後に作業に
取り掛かることとする。また、当日の作業と同じような作業の最近の経験を確認し、疑問や不安が無い様、必要な打ち
合わせを行うようにする。

１．適正な施工者の選定と情報の伝達
　施工内容に対しての資格は当然として、出来るだけ知識や経験のある施工業者を選定することとするが、施工者には必要な情報
（作業内容や順序）を伝えることを徹底する。

２．作業手順書の作成と厳守の徹底
　高所での作業や機械を使用する作業、撤去作業も作業手順書を作成し、その周知徹底を図る。

３．ＫＹ活動の徹底
　職長の危険ポイントの洗い出しに対し、元請職員が内容を確認した後、及び不足があればフォローした後に作業に取り掛かること
とする。また、当日の作業と同じような作業の最近の経験を確認し、疑問や不安が無い様、必要な打ち合わせを行うようにする。

類似工事（他工事）へ活用できる
対策等

・作業手順書の作成と厳守の徹底。
・ＫＹ活動の徹底
・事務所内の督員職員及び関連業者へ事故内容の周知を行い、事故防止、安全管理を徹底する。

改善策

事故状況図

（51歳　男性）  左手首亀裂骨折 (左橈骨(とうこつ)遠位端骨折)　全治１２週間

事故概要

作業員２名で、トンネルの掘削作業等から発生する濁水を処理する施設（L9.4×W2.3×H4.3）の内部に溜まった泥を
除去するため、施設の解体作業を行っていた。
解体の最初の作業として、施設の側面に設置してある昇降階段をクレーンで吊り上げ撤去するため、被災者Ａ（63歳
男性）が階段の上部、被災者Ｂ（51歳男性）が階段の中程に上り、ワイヤーの玉掛け作業を行おうとしたところ、階段
が横転し、被災者Ａが約４ｍから落下して死亡、被災者Ｂが約２ｍから落下して左手首亀裂骨折の怪我を負ったもの
である。

事故原因等

事故発生時、昇降階段を固定している階段の最上段横の張り出し部の６本のボルトは１本のみが仮止めの状態で、
他は事前に外していた。仮止めボルトのナットのしめ方が十分でなかったか、被災者Ａがワイヤーの玉掛け前にナット
を外していた可能性がある。
尚、本作業を部分的な簡易な撤去作業と考え、当初設置した施工業者とは違う施工業者が作業を行っていた。また、
本作業の手順書は作成されていなかった。

・事故発生前の状況

・昇降階段のボルト固定箇所
（事故発生時は④のみ仮止め）


	①事故報告様式　11月分
	(追加)11月発生事故

